
 
学びを通じた被災地のコミュニティ再生支援事業 

大船渡市「デジタル公民館まっさき」 平成 26年 12月活動報告 

PCネットよろず相談 現地参加者アンケート結果 (回答 20名) 
 

12月 13日(土) 
13:30〜16:00 

12月 14日(日) 
9:00〜12:00・13:00〜16:00 

18名 午前 12名／午後 3名 
延べ 33名 

あなたの性別を教えて下さい。 
男性 17名 

女性 3名 

 
あなたの年代を教えて下さい。 
20歳未満 0名 

20〜35歳 0名 

35〜49歳 2名 

50〜64歳 5名 

65歳以上 13名 

 
末崎活動(PC、竹とんぼ、寄席、音楽会、映画会等)への参加回数を教えて下さい。 
初めて 5名 

２〜４回 10名 

５回以上 2名 

10回以上 3名 

 
お住まいはどちらですか？ 
末崎町内 17名 

それ以外 3名 

 
本日の参加プログラム全般についていかがでしたか？ 
とてもよかった 15名 

よかった 5名 

どちらでもない 1名 

あまりよくない 0名 

よくない 0名 

 
また参加したいと思いますか？ 
ぜひ参加したい 15名 

参加したい 5名 

どちらとも言えない 0名 

参加したくない 0名 

まったく参加したくない 0名 

 
今回のプログラムを何で知りましたか？ 
KK2のWebサイト 0名 



 
メルマガ・DM 0名 

看板・チラシ 2名 

友人・知人経由 1名 

デジタル公民館まっさき 
のWebサイト 2名 

前回参加した 6名 

フェイスブック 1名 

館報まっさき 10名 

 
 
ご意見・ご要望・苦言など、何でも結構ですのでご記入下さい。 
・ 遠いところよりのボランティア感謝します 
・ 今回もたくさんのことを学ばさせて頂き有難うございました。 
・ パソコンを打てないでいました。少しでも打つことが出来て良かったです。 
・ 年賀状のレイアウトの仕方を覚えられて良かったです。 
・ 真剣に対応してくれて親しみを感じました。ありがとうございました。 
・ 参加する都度親切丁寧に教えて頂き感謝です。次回もよろしくお願いします。 
・ ご親切に教えていただきありがとうございました。 
・ 丁寧に指導して頂きました。明日も参加したいと思います。 

 
 
ご自宅でパソコンは持っていますか？ 
持っている 18名 

持っていない 0名 

未回答 2名 

 
ご自宅にインターネット回線はありますか？ 
ある 11名 

ない 7名 

準備中 0名 

未回答 2名 

 
普段パソコンでしている事、今後覚えたい事を、「内容」ごとに教えてください。(複数回答) 
  している事 覚えたい事 

インターネットの閲覧 6名 3名 

メール 6名 0名 

フェイスブック 2名 2名 

ブログ 1名 2名 

ホームページ作成 0名 1名 

文章作成 10名 6名 

写真保存 9名 3名 

計算ソフト 4名 7名 

未回答 4名 

 
 
  



 
映画「名探偵コナン 漆黒の追跡者」上映会 

日  時：12月 13日(土) 17:30〜19:30 

上映作品：「名探偵コナン 漆黒の追跡者」（東宝：2009年） 

上映時間：110分 

場  所：大船渡市 末崎地区公民館（ふるさとセンター） ２Ｆ会議室 

      022-0001 岩手県大船渡市末崎町字平林 81 

参加者数：参加者 13名（内子供 6名） 

 

現地参加者アンケート結果 
回答者 9名 

 
あなたの性別を教えて下さい。 
男性 6名 

女性 3名 

 
 
あなたの年代を教えて下さい。 
小学校入学前 2名 

小学生 3名 

中学生 0名 

高校以上 4名 

 
 
お住まいはどちらですか？ 
大船渡市末崎町内 9名 

陸前高田市 0名 

 
 
おもしろかった？ 内容はいかがでしたか？ 
とてもよかった 3名 

よかった 4名 

どちらでもない 0名 

あまりよくない 0名 

よくない 0名 

未回答 2名 

 
 
感想や意見を書いてね！（自由記入） 
・ コナンが木にひっかけて引っぱるとことかすごく、コナンが警察がなやんでたことをといたりしたりしたことが、

とってもおもしろかったです。（小学生・女性） 
・ 3人がコナンぬきでやることがすごいと思いました。（高校生以上・男性） 
・ すごくおもしろかった（小学校入学前・男性） 

  



 
学びを通じた被災地のコミュニティ再生支援事業 

大船渡市「デジタル公民館まっさき」 平成 26年 12月活動報告 
スタッフ・アンケート結果(10名中 10名) 

 
あなたの性別を教えて下さい。 
男性 9名 

女性 1名 

 
 
あなたのメンバー区分を教えて下さい。 
KK2メンバー 4名 

Web会員 5名 

一般 1名 

 
あなたの年代を教えて下さい。 
20歳未満 0名 

20〜34歳 0名 

35〜49歳 1名 

50〜64歳 8名 

65歳〜 1名 

 
KK2プログラムへの参加回数を教えて下さい。 
初めて 1名 

2回〜4回 4名 

5回以上 0名 

10回以上 5名 

 
今回の活動への参加動機・目的・趣旨は何ですか。また、それ対する達成度や満足度を教えて下さい。 
とてもよかった 5名 

よかった 5名 

どちらでもない 0名 

あまりよくない 0名 

よくない 0名 

 
改善点やご意見があればご記入下さい(自由記入)： 
・ (1)パソコン・ネットよろず相談 

【目  的】まっさきの方が PCに関して抱える問題を解決するお手伝いをすること。 
まっさきの方の PCの利活用を促進することに寄与すること 
【達成度】対応した方々の具体的な質問に対しては回答でき達成された。対応した方々の PCの利活用は、地域振興のための
催事告知のためのちらしの制作や会議資料の作成、音楽コンテンツの複写等で、一般的水準に達成している状況であり、微
力であるが一定の貢献はできたものと評価している。 
【所 見】PCはツールであるため、地域振興のプロデュースが重要で、久保田さんや丸山さんが、これに取り組まれている
ことが奏功しているものと思います。  
(2)長洞元気村視察 
映画上映、翌日の竹とんぼグループ「ミニ門松作り」の事前打合せを担当したため不参加。 
(3)竹とんぼグループ「ミニ門松作り」 
【目  的】㈰コミュニティの再生・活性化の基盤を担う、世代間コミュニケーションツールとして取り組んでいる竹とんぼ
同様、この季節の需要に対応したミニ門松作りを通じて、コミュニケーションツールが果たす機能について検証すること。「ミ



 
ニ門松作り」が地域の催事としてどのように受け入れられているか検証すること。 
【達成度】祖父母が孫と、母親同士、奥さんに頼まれたご主人、子どもが友達となど多様な参画形態がありましたが、「ミニ
門松作り」の制作プロセスを楽しまれている様子が窺え、コミュニケーションツールであることを確認することができまし
た。単なる工作としてではなく、地域に飾る門松を生活の一部として、制作するために訪れ、来年もまた、日常の催事とし
て訪れることを予定する様子を確認できた。 
【所 見】日常の地域の催事に、主催側参加側に係わらずその制作等の行為に関与することで旧来の地域がコミュニティを
形成していったことを再認識しました。中大型家畜を解体する行為、肉を分け合う行為、味噌や醤油や漬物を作る行為、融
通しあう行為等。 
(4)吉田力男さん宅視察 
【目  的】㈰陸前高田市小友町にある気仙大工・左官伝承館で展示される建築様式と比較検証すること。神事と結びつく間
取り等、生活の場にどのように位置づけられているのか検証すること。 
【達成度】気仙大工・左官伝承館で展示される建築物とほぼ同一であることが確認できた。 
御神輿を担いで入って、休んで、また出かけていくルーティングがよくわからなかった。 
【所 見】天井の高い平屋の合理性が良く分かりませんでしたので、手元の資料を読み直してみようと思いました。 
(5)陸前高田や碁石地区の視察 
【目  的】リアス海岸を肉眼で見て、過去に発生した巨大地震の痕跡を実感し、地域の地理的特徴を理解すること。商業化
しない、自然環境のままの観光資源について観察し、新たな観光旅行のすごし方を考察すること。 
【達成度】碁石の灯台から当りを見回すことができ地域の地理的特徴の一部を確認できた。 
この活動の主目的ではないが、2時間かかるここの散策コースを一巡したい。旅先での新たな過ごし方の提案が必要なのでは
ないか。 
【所 見】限られた時間で自動車による移動で主要なポイントを視察でき新規の参加者にも有効であった。 
時間が許せばモビリア仮設等近隣の複数の仮設住宅の視察や仮設に対応した高台移転先視察ができればより一層の現地の状
況を理解することができたのではないでしょうか。 

・ 今回も参加されていた参加者より紹介を受けました。日頃から何か自分でもできる事があればやってみたいと思っています
が、なかなか自分では行動を起こせないでいますので、良い機会だと思い参加させていただきました。あまりお役には立て
なかったと思いますが、活動内容の一部は体験することができました。 

・ 東日本大震災の直接の被災地に今まで行く機会が無かった為、今回このプログラムに参加し、現地を自分の目で見ることを
一番の目的として参加しました。この目的については、今回の大変充実したプログラムのおかげで１００％以上達されまし
た。大船渡の寒さ、地元の皆様の明るさ、元気村での夕食、大船渡温泉の屋上で見上げた星空等、五感すべてで感じること
ができ、大変忘れがたい二日間を過ごさせて頂き、感謝致します。 

・ 参加動機１ 元気村の現在と今後 達成度  １００％ 
参加動機２ 文化祭での「デジタル公民館」活動のＰＲ効果を確かめたかった 達成度 １００％" 

・ 企画・連絡調整役として、基本プログラムに加え、活動スタッフの学びを提供する面で、元気村訪問や気仙大工の旧家訪問
を突っ込んだが、うまく回るかどうか心配な面もあったが、総合的には運に恵まれまずまずだったのでは。 

・ 映画会については参加者非常に少なく残念だった。作品選定、上映時間等見直す必要がある。 
・ PCネットよろず相談の実績を確認するため → 不十分 盛況でよかったが、個別対応で手一杯となり全体の様子を見ること

が出来なかった 
プログラムを通じて、現地の方と共に学ぶため → とても充実した活動ではあったが、現地の方と一緒のプログラムにはま
だなっていないのが残念 

・ 復興に対して個人的にできること、そのご縁を模索していた昨年たまたま「まっさき活動」を知りました。日程が合わず昨
年度は参加でませんでしたが、今年は春に参加が叶いました。 
大きなイベントを企画するだけではなく、現地からの近況発信を支援すること、そして現地の日常生活を支えるためにいろ
いろなコミュニケーションの活性化を支援する、という活動は、人間関係に視点を置く点で非常に共感を覚えます。 
大したお手伝いはできないのですが、多少なりとも現地への支援、支援する方々への援助ができれば幸いだと考えています。
同時に、現地の方々の気持ちを少しでも理解する機会を得たいと考えています。 

・ ミニ門松作りの応援、竹工作チームの今後について相談 
・ 参加者同志の交流、地元の方とのふれあい、11 月活動で 12 月にパソコンを買うとお話していただいた方との再会目的を果

たせた。11月に喫煙所で会話してお声掛けした男性がパソコンを買って参加してくださったことが嬉しかった。 
毎回会う少年が今回の映画上映会にもきてくれた再会できた。 

 
PCネットよろず相談についていかがでしたか？ 
とてもよかった 4名 

よかった 6名 

どちらでもない 0名 

あまりよくない 0名 

よくない 0名 

改善点やご意見があればご記入下さい(自由記入)： 
・ 進対応者の募集したが、来場者の質問内容と進捗について Facebook 等にリアルタイムに書き込み、その場にいるスタッフ



 
やネットワーク上のフォロワーから支援を得る実践を検証してはどうか。 

・ 実際に体験することができ、良い経験になりました。また、日頃何気なく受け流してしまっていることについて、改めてお
問い合わせをいただくことで、参考になりました。 

・ この活動が地元に定着しているように感じられました。参加される皆様の心待ちにしていた様子に、地元にとっても大変貴
重なイベントになっていると思われますので、今後も更に根付いた活動となるよう、PR活動の継続や講師側のスキルアップ
が重要ではないかと思いました。 
（私自身は、日頃 SNSをほぼやっていないので、対応できる範囲が狭く、あまり役に立てず、申し訳ございませんでした） 
また、今回事務局が画像の貼り付け方の手順を資料として予め作成されていましたが、他の頻度の覆い操作、便利な機能に
ついては資料があった方が効果が高いのではないでしょうか。 

・ 相談を受ける側の人数が足りなかった。 
最近の活動では 2日目の午後の参加者が少ないので、こども向け活動などを企画してはどうか？ 

・ 13日の午後、14日の午前とも今まで以上に参加者がきてくれたのは、活動が浸透している証として良かった。11月の文化
祭への参加と活動 PRなどが良かったのでは。 

・ パソコンネットよろず相談は、従来に無く多くの参加者を得、各参加者学習したいテーマがはっきりしていたので意義があ
った。参加者のポートフォリオをもっと具体的に把握するべきである。 

・ 対応状況をスタッフ間で共有する仕組みを設けたい。個別対応で精一杯で、スタッフ間・参加者間の交流の場としては機能
しておらず、もったいない。メンバーを互いに紹介しあい、課題を共有するようにしたい。 

・ 相談者のリテラシーやリクエストのばらつき具合から考えると、テーマを設定した相談会は難しいので、やや雑然としてい
る相談会は案外いいのかもしれません。ただ、指導側のリテラシーのばらつき具合もあるので、事前にどんなことを主に聞
きたいのかお知らせいただけると多少準備もできると思います。まずはパソコン触ってみたいという方もいますが、今度は
こんなことと、かなり明確な目的をお持ちの方もいるようです。もちろん、相談を予約するようなニュアンスにならないよ
う注意して、自由参加の形は維持するべきでしょう。 

・ 今回はこれまでで最多の参加者との事で、知らず知らずのうちにお三方との掛け持ちとなったが、うまく待ち時間に自身の
メモや実習をしていただけてこなせた。もう少し合理的にしたいが、例えば事前申込にすると参加者のハードルも上がって
しまうので今のままでよいかと。 

 
長洞元気村視察についていかがでしたか？ 
とてもよかった 5名 

よかった 3名 

どちらでもない 0名 

あまりよくない 0名 

よくない 0名 

不参加/未回答 2名 

改善点やご意見があればご記入下さい(自由記入)： 
・ 自分としては、貴重なお話を伺えましたし、まだまだご苦労が続いていることも改めて認識することができ、種々問題/課題

のあることも分かりましたので、良い機会となりました。時間的な制約もありましたが、他の女性の方々のお話も聞いてみ
たかったです。 

・ あらかじめ村上さんの過去のお話をWEBから聞いていましたので、実際にお話を聞いた際に、自分の中で情報が重なり、す
んなり内容が頭に入って来ました。夕食も大変なおもてなしであり、大変勉強になりました。（特に、３.１１の際のご自身の
避難したお話が聞けてよかったです。） 

・ 質疑応答の時間を長くしてほしい。 
・ 映画会担当で訪問していない、長洞元気村の訪問がプログラムに盛り込めたことは良かった。まっさきのリーダーにも呼び

掛けたが 1名の参加にとどまったのは残念。 
・ 感動的な素晴らしいお話でした。メモを取らなかったので映像公開お願いします。" 
・ 素晴らしかった。欲を言えば、事前に参加者間でもっと情報共有を行い、終わった後も、ディスカッションの場にしたかっ

た。また、時間的に慌ただしかった。 
・ 仮設に集会施設があることを知りませんでした。どの仮設にもあるものとは思いませんが、そこでご飯を戴けたのは貴重な

体験でした。 
元気村の方たちとまっさきの方のやり取りはおよそ想像とは異なるものでしたが、地元と一括りにできない現実も垣間見た
気がして有益でした。 

・ 元気村の皆さんの意識にも変化があることを後刻伺いましたが、それも現実。そういうことにも気づかされました。現地へ
の支援と少し違うかもしれませんが、現地との「議論」も有益な活動になる可能性があると思います。 

・ 名刺交換をして個人的に会話したかったが時間が限られていたのでそれができなかったのが残念。他は満足。 
 
竹とんぼグループ「ミニ門松作り」についていかがでしたか？ 
とてもよかった ６名 

よかった ４名 



 
どちらでもない 0名 

あまりよくない 0名 

よくない 0名 

改善点やご意見があればご記入下さい(自由記入)： 
・ (1)「ミニ門松作り」は大きくは(i)竹を切る、(ii)縄を巻きつける、(iii)飾りつけるの３つの工程からなるが、(i)竹を切る工程

が竹ノコの数が少なかったため、多くの方がこの工程の待ち行列となっていた。 
(2)地域で(i)集う悦び、(ii)作る悦び、(iii)眺める悦び、(iv)褒められる悦び、(v)見せびらかす悦び、(vi)写る悦びなど、催事
を通して地域の方の悦びび触れることができて良かった。 

・ 直接参加はしていませんが、とても盛況でしたし、出来ばえもとても素晴らしかったので、大成功だと思います。 
自分も作成したかったです。 

・ 直接担当しておりませんでしたが、参加された皆さんが大変喜んでいましたので、今後も継続すべき活動と思いました。ま
た、竹とんぼ以外にも簡単な竹細工や木工細工等も今後取り入れてみるのはいかがでしょうか。（準備が大変ですが） 

・ 参加者がたくさんいてよかった。 
何人かの子供さんが出来上がった作品を見せに来てくれた。作品への賞賛やコメントを含めて活動スタッフの役割としたい。 

・ 見ていて参加者の表情が良かった。みんな楽しそうで、うれしそうでした。 
・ ミニ門松作りは、正に地域コミュニティ再生に相応しいプログラムで大変良かった。正月に向けたミニ門松以外に夏休み盆

に向けた季節性のあるプログラムがあるといいと思う。 
・ 竹とんぼグループが、しっかりと地元の活動になっていることに感動した。世代間交流の良い機会だった。他のイベントと

絡み合い、一緒に行えるようにしたい。 
・ 人気イベントであったことだけでも有益なことだと思います。お正月の飾りとしてしばらくの間思い出していただける機会

もあります。 
・ 事前に材料を準備してあって、参加者が自由に選べたのがとてもよかったと思う。 
 
ごいし民俗誌で取り上げられた吉田力男さん宅視察についていかがでしたか？ 
とてもよかった 2名 

よかった 7名 

どちらでもない 0名 

あまりよくない 0名 

よくない 0名 

不参加/未回答 1名 

改善点やご意見があればご記入下さい(自由記入)： 
・ 立派で由緒のある建物を見物でき参考になりましたが、可能であれば事前に予備知識を入れてから訪問する方がより有意義

なものになると思います。(資料、事前レクチャーなど) 
・ また、訪問が度重なると吉田様にご迷惑をおかけしてしまうことになりそうで心配です。 
・ 津波被害を免れ、残った歴史のある建物の見学、気仙大工にまつわるお話、海からの冷たい風、大船渡を体感したような感

じでした。 
・ 訪問前に写真撮影についてや取扱いの注意点を参加者に伝えておいたほうがよかったかもしれません。 
・ 少子化による民俗芸能の承の危機、平林地区が大工さんの町だったことなどまっさき地域の歴史と課題にふれることができ

良かった。 
・ 30分くらいでしたが非常に充実した内容でした。少子化に伴い虎舞鹿踊り等の伝承が困難になっているというお話しに地方

の衰退の現実を見せ付けられた。 
・ 外観は多少見知っておりましたが、近くで見ること、内部を見ることができてたいへん貴重な体験でした。建築的な関心も

少なからずありましたが、そこに代々住み続けてきた実感のようなものを直接伺えたことが有益でした。その有益だった体
験を何らかの発信につなげなければいけないと思っておりますが、まだいい方法が浮かびません。 
今般写真の公開についてのご注意をいただきましたが、現地で当然のように、無造作に写真を撮ってしまったことを反省し
ています。（もちろんＯＫが出るとは思いますが）先ずは撮影のお許しをいただくべきだったし、公開に関しての懸念に予め
お答えしておくべきでした。 

・ 色々なお話をきけたのは良かったが、動画を撮るなどして碁石の町の方に共有できたらよかった。 
 
陸前高田や碁石地区の視察、またスタッフ間による情報共有によって、被災地・気仙地方に関する知見や興味を
広げられたか？ 
とてもよかった 3名 

よかった 6名 

どちらでもない 1名 



 
あまりよくない 0名 

よくない 0名 

改善点やご意見があればご記入下さい(自由記入)： 
・ 自分自身の不勉強のせいもあり、参考になった点も多いですが、まだまだ知識が足りないです。 
・ 仮設住宅や碁石岬、穴通磯と見学させて頂いたことで、地域の様子がわかり、公民館活動の位置付け、役割が分かったよう

な気分になれました。 
・ 限られた時間の中でかなり欲張った感もするが、いろいろ見たり視察できたことはまずまず良かったのでは、と思う。 
・ 出向いたスタッフと被災地のメンバーの共に学ぶ活動が年代を超えて実現でき良かった 
・ 事前ミーティングや、行きの車中で情報共有図ったが、まだ不十分。初参加者にやさしい活動にしたい。 

反省会をしっかり行いたい。 
・ どこで誰がどんな商売を（復活）している、誰が誰の教え子である、というような人的情報や護岸築造の巨大機械、高台移

転の近況など前回に続き得られたものはたくさんあります。 
・ 知見は広がった。昼食の待ち時間が長く、あの時間があったら初参加の方に、一本松の見晴台に上ってもらって市内を一望

していただけたのが残念。また、今回は気仙沼経由だったので、気仙沼鹿折地区の第十八共徳丸跡地の見学台をご案内でき
たらよかった。 

 
また参加したいと思いますか？ 
ぜひ参加したい 5名 

参加したい 4名 

どちらとも言えない 1名 

参加したくない 0名 

まったく参加したくない 0名 

  

備考・自由記入 
・ 今回の参加をきっかけとして、もう少し体験を重ねたいと思います。 
・ 次回については、日程の都合で参加できないため、来年度も継続される際は、是非とも申しさせて頂きたいと思っておりま

す。 
・ ご迷惑でなければ続けて参加して地元の方々との信頼関係や絆を深めたい。 
 
ご意見・ご要望・苦言など、何でも結構ですのでご記入下さい。 
・ (1)まっさき地域の方と東京から伺う「よそ者」ボランティア組織間との隔たりと同様、「よそ者」ボランティア組織内でも、

長期に渡ってまっさきの方と係わってきた信頼関係を基盤とした地域の方とのコミュニティ再生をテーマに意見交換する主
催者と、計画された作業にのみに従事する「よそ者」ボランティア間に温度差がある。 
チームとしては良くビルディングされていると思います。 
(2)防災プログラムに習得した知識や力量を本活動にも実装、運用してはいかがでしょうか。 
 (i)持ち物リスト（代用品含む）＊飲料水、ライト、携帯食料、救急箱、ウォーキングシューズ、ザック、ロープ、携帯ト
イレ等、一泊二日の最小限の合理的な持ち物の提案。 
 (ii)移動先ごとの非常口、非難ルート、避難場所の確認行為、誘導係り、応急処置係、食糧係り、連絡係等の役割付与と運
用（立ち寄り場所、食事場所、活動場所、宿泊場所ごとに運用する） 
 (iii)SNSを利用して、集合、分担作業の開始、分担作業の中断・遅延、分担作業の終了、出発と到着予定、到着の報告と確
認。SNSで確認できない場合の目視と完了報告 
(3)地域リーダ行動面の支援 
 (i)共同企画、企画支援（企画会議、企画書、会議進行） 
 (ii)ヒト・モノ・カネ・情報の調達支援 
 (iii)告知活動（媒体選択、ちらしづくり、チラシ配布（掲示場所、掲示交渉、配布場所、配布交渉、配布実行→恐らくこれ
らの告知活動が実行されていないか不十分） 

・ 機会があれば、今後とも参加させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
・ 数年に渡り、いろいろと試行錯誤を行い継続されているプログラムだと思われますが、より充実させうために、将来の公民

館活動、地域の振興、再建に関して何かイベントを通じて意見交換ができるような機会を作ることも、双方にとってメリッ
ト大だと思います。 

・ 個人的に個人の方と写真を撮っている方がいらっしゃいました。団体の活動として指針を再度伝えてほしい。 
こども向けプログラムは、行き来の足がないので 4 時以降の暗い時間帯は都会とは違い通ってくるのが難しいと思う。こど
も向けは明るい時間帯にしてはどうか。 
知り合いの参加者にあいさつするためだけに来てくれた子供たちもいた。継続して活動してきた成果だと感じた。 
お茶だけ、おしゃべりだけに来てくれるおじさまたちも同様。 
次年度活動の申請までに時間があるようなら、常連参加者（まっさきと東京両方）で計画を話し合うことはできませんか？ 
現在の課題とそれに向けた活動方針など。 



 
・ 往復の座席をバラバラにしたことで、気分的にも身体的にも楽になった。 

一ノ関⇔まっさきの往復移動経路について、気仙沼、陸前高田経由のほうが復興工事の様子などが車窓から見られるので 
山越えコースより良いのでは。 

・ 同じ時間帯に別のプログラムを並行することは極力さけるべきだと思う。 
・ 往復の新幹線の座席を分けたことで気が楽にはなったが、話し合いの場がなくなったことは少しさみしい。 

スケジュールにもう少し余裕をもたせ、現地でもある程度自由時間が取れたらと思う。 
継続して活動することで、少しずつ現地の方と馴染んできているのを感じる。 

・ 本年度は国の補助が受けられた点はありがたいことですが、そういう側面と、ボランティア精神との兼ね合いは未消化のよ
うな気がします。うまく融合させてＫＫ２ならではの活動になりますよう期待しております。 

・ 移動のための交通手段の確保などについては、大変ありがとうございます。 
食事について、13 日夜と 14 日昼は有り合わせでいただきましたが、別途外に食べ物を買いに行く時間等があればよかった
です。 

・ ◆朝の視察は、早起きしたにも関わらず、長洞元気村に忘れ物を取りにいくだけで、集会所建設中の場所での怠惰な時間も
含めてもったいなかった。あの時間で穴通磯に行くとかシタボさんにうかがうとかできたら有効だったのではと感じた。 
◆しかし、常連参加者が気を使ってくださって、初参加の方に穴通磯を見ていただき碁石の景観を感動していただけたのは
良かった。私は何度も行っていたが、今回は流された防潮堤が再建されているのを確認できたのが大収穫だった。 
◆次回は、地元新聞社やコミュニティラジオ局に、面通しして、取材にきていただくなどのお願いをするのが良いと思う。 
◆今回は夜の時間にゆとりがあったので大船渡温泉の屋上で冬の星空の写真を撮影できたのもよかった。 
◆往復の新幹線は今回の方式がとてもよかった。睡眠時間と写真の整理などにあてられたので。 
◆スタッフの皆さま、ご苦労さまでした。 


